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ワクチン助成事業の推進 健康支援相談 

発達障がい児の支援 

 発達障がい児の支援 

 支援が行き届かない発達障害児への理解の普及や支
援拡充 

 早期発見の義務付け、発達障害者支援センターの設
置拡充・支援体制の整備 

 2004年公明党案を土台に支援法案が策定。 

 2005年4月自閉症や学習障害（ＬＤ）・注意欠陥・多動性
障害（ＡＤＨＤ）を支援する「発達障害者支援法」施行。 

 大阪府では早期発見のため、府内市町村１歳半・３歳
児健診問診の項目を提案しています。 

学校の耐震化整備 

 学校耐震化へ法整備  

 2008年6月学校耐震化に伴う国の補助率を拡大 

 公明党では大阪府下全域で安心安全総点検を実施し耐震

化を力強く推進 

 現在府下の耐震化率は７９．３％です。 

 大東市では避難所となる学校の耐震化率は１００% 完了 

ＤＶ対策 
 ２００１年 ＤＶ防止法の制定 

 ＤＶとは「ドメスティック・バイオレンス」の略で一般的には「配偶者や

恋人など親密な関係にある者からの暴力」の意味です。内閣府の調

査では、女性の3人に1人は配偶者から暴力を受けたことがあり、内4

割は誰にも相談していないという実態です。 

２００１年ＤＶ防止法の施行により配偶者などからの暴力を禁止し女

性を守ります。今後は『配偶者暴力相談支援センター』の増設を目ざ

します。 

大阪府女性相談センター 06-6949-6022（毎日・９：００～２０：００） 

法的トラブル解決への道案内 

 法的トラブル解決への“道案内” 法テラスの開設 

 2006年10月「日本司法支援センター（法テラス）」開

設。多重債務や不当解雇など法的なトラブルに

遭った際に相談できる窓口です。 

 法テラス大阪 050-3383-5425（平日９：００～１７：００） 

 

今、日本再建のため、何よりも景気・経済の回復が必要です。鍵を握るのは 

"女性"です。大阪発で「女性の力で、日本再建」をめざします。 

女性のライフステージごとの悩みや課題に寄り添いサポートしてきた公明党。 

公明党はネットワーク力で女性の「生きる」を応援します。 

 

 

☆ヒブ・小児肺炎球菌ワクチンの定期接種化が平成24年４月に 

実現しました 

◆ヒブワクチン(細菌性髄膜炎予防) 

◆小児肺炎球菌ワクチン 

(定期予防接種実施医療機関は大東市のホームページにも掲

載されています)  

◇平成26年度には水痘・成人用肺炎球菌ワクチンも定期接種 

化されます 

☆救急医療相談 ＃７１１９番 

☆小児救急電話 ＃８０００番 
 

◆急な病気やけがの救急医療相談として24時間365日 

  医師・看護師・救急救命士などの相談員が対応 

◆夜間や休日など小児の急病に専門医等が電話で対応 

・問い合わせ 救急安心センター 

・＃７１１９ (０６－６５８２－７１１９)  

・＃８０００ (０６－６７６５－３６５０) 

乳がん検診の促進 ◆2004年公明党の推進で４０歳代からの乳がん検診無料クーポ

ンを導入 

◆乳がん検診の精度向上に、マンモグラフィーを検診に加え、超

音波(エコー)検診の導入併用を推進 

☆乳がん検診無料クーポンの実現 

☆個別勧奨(コールリコール)の推進 
 



働く女性の支援 

（マザーズハローワーク・おおさかしごとフィールド） 

 マザーズハローワーク・おおさかしごとフィールドの設置を

推進  

 「結婚・出産を機に退職したけど再就職したい」その声に

応える施設「マザーズハローワーク」「マザーズコーナー」

の設置を推進。子ども連れで利用でき、仕事と子育てを両

立しやすい求人情報が得られます。 

 大阪マザーズハローワーク ０６－７６５３―１０９８ 

 おおさかしごとフィールドで女性の就労専門コーナーを 

設置(エル・大阪) ０６-４７９４-９１９８ 

 

 

女性の健康相談窓口 

リンパ浮腫患者の要望を実現 
 リンパ浮腫患者の医療用サポーター保険適応推進 

 2008年4月からリンパ浮腫患者の治療用装具となる医

療用サポーター（弾性着衣）の購入費用が保険適用に

なる。(リンパ浮腫患者にとっての大きな支援となりまし

た。 ) 

 

駅・街のバリアフリー化 
 駅・街のバリアフリー化 

 公明党は2000年施行の交通バリアフリー法・2006年施行の新

バリアフリー法制定。 

 1日平均5000人以上利用の旅客施設の段差解消がされた駅

は、府下で2013年２月現在９０％と大きく拡大。 

 来年度以降、鉄道各社は転落防止用ホームドアを相次ぎ設置

する計画。 

 大東市では３駅にエレベーター・エスカレーターが設置されま

した。 

 障がい者が移動しやすい街づくりを推進。  

 
女性の視点で防災対策 

 女性の視点で防災対策 

 2011年8月東日本大震災による避難所生活を送る女性の声を受

け、公明党女性防災会議を発足 

 同年10月全国の女性議員による防災行政総点検を実施 

 総点検の結果を踏まえ「女性の視点を生かした災害対策につい

ての第一次提言」を内閣に提出。 

 国の中央防災会議の女性委員登用が2人から4人に増員。 

 大阪府でも防災会議に２名の女性が入りました。 

防災総点検(府・市の橋梁) 
2012年9月3日知事との意見交換(浸水対策にかかる緊急要望) 

議会質問で声を反映 
ゲリラ豪雨対策   

大東(二)増補幹線・大東四条畷増補幹線の整備状況 

 太平立坑において地下河川との接続工事を進めている。 

 大東門真増補幹線及び門真寝屋川（三）増補幹線については、地

下河川との一体的な貯留運用に先行した。 

 昨年梅雨時期までに供用開始した。単独で貯留量10 万立方メー

トルの貯留施設として運用開始した。 

 

☆女性専門外来の設置を拡大  

○女性特有の病気を女性の医師らに相談できる女性専

門外来を開設する病院が全国に広がっています。 

○署名活動などを通じて公明党が推進したものです。 

◇府の防災会議に看護協

会会長が就任 

 

◇災害時での福祉避難所

の指定促進について 

 

◇災害時の要援護者支援

として、福祉避難所を増

やすこと 


